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◆埼玉　雪の中の「9の日」宣伝に共感

埼玉共同センターの2月の「9の日」宣伝は、９日が雪のため中止したところが目立ちましたが、逆に通行者などからの反応は良好でした。14日までに43駅頭で実施し、302人が参加、ビラ5725枚、ティシュ4275枚を配布し署名55筆を集約しました。

　三郷駅では「福田はダメね」と通行人が声をかけ、北越谷駅では宣伝カー2台で訴え、春日部駅では雪の中の宣伝、幸手駅では「９条守れ」のゼッケン姿の宣伝に「がんばれ」の声援も。加須駅では米軍への給油や道路特定財源の話をしたら「がんばって」の声援も。栗橋駅では雪の降る中５人が交互にハンドマイクをもって宣伝、七里駅では用意したビラとティシュ各1000枚が30分でなくなりました。

共同センターではビラだけでは元気が出ないためティッシュをつくり有料での活用を呼び掛けたところ、すでに１０万を超える注文が寄せられています。

　沖縄の米軍による少女暴行事件や、今国会中の「自衛隊恒久法成立発言」などもありますので、３月は、もっと大規模で元気な取り組みにしたいと思います。

　当面、５月中に１００万署名（現在６８万）をやり切るために３月２７日には特別な会議も計画しています。
■２００８年度埼玉憲法会議総会で確認

　２月１１日、教育会館で２００８年度埼玉憲法会議総会が開かれ団体・個人２０人が参加、この間の活動の前進を確信に、「憲法３年闘争」の２年目にむけた活動方針を確認しました。今後の取り組みの柱は、①５月中に署名１００万筆突破、②５月１４日に大規模な「輝け日本憲法のつどい」を開催、③「９の日宣伝」のいっそうの強化。とくに５月は力を入れる、④隔月に学習・運動交流の「例会」を開催、⑤5.3憲法記念日に向け意見広告の運動に取り組むなど。

◆ 首都県4土建　青年部が渋谷で大宣伝

２月１０日渋谷駅ハチ公前に、埼玉・東京・千葉・神奈川の土建労組青年部員１１７人が参加して、「建設青年は街を破壊する戦争は絶対反対」とリレートークをやりながら通行人にビラを配布し署名を呼び掛けました。

　その結果、署名は４００筆を超え、シール投票では９条を変えることに賛成９票、反対１０４票でした。カエルの着ぐるみは子どもや女性に大人気で、外国人女性に熱い抱擁と接吻をもらう場面も。「こんな楽しい活動ならまたやりたい」と、たくさんの仲間が参加し確信を持ちました。
◆ 福島　憲法を守る「憲法塾」10回終了
　福島県九条の会は2008年1月31日、10回目で最後となる「憲法塾」を開きました。講師の真木實彦さんが「21世紀の世界（とくにアジア）と『日本国憲法』」と題して講演し、46名の参加者が聞き入りました。真木氏は、21世紀の基本的特徴を「アメリカ一極覇権の終わりの始まり」「新しい動向としてのアジアの経済発展」を指摘。「マネーゲームの行き詰まりで行き場を失った資金が原油など先物商品に流れ、世界経済を混乱させている」と説明しました。
　さらに氏は、「アメリカの世界戦略の中で日米軍事同盟の強化を進めようとすれば、憲法9条がじゃまになる」として、「日米のいまの体制が続けば、国民投票法に基づいて3年後の改憲発議が必要になる。憲法問題は長期戦。私たちも体制をとってたたかいに取り組もう」と話しました。
　1時間半の講演の後、参加者から「アメリカに世界からお金が集まるのはなぜか」などの質問が出され、真木氏は丁寧に答えました。
　10回の憲法塾の塾生30人に修了証書と記念品として『世界憲法集』（岩波文庫）が渡されました。
　最後に、吉原代表が、「福島県内で考えられる最高の講師陣で塾を続けてきた。毎回40人以上が参加し、100人を超える人たちが、遠くは金山町、須賀川市から参加してくれた。主催者としても驚くほどで、感激している。参加された皆さんが、憲法の語り部として地域で同じような学習を進めるなど、全県下で多数派形成をめざして活躍することを期待している」と話しました。(福島県九条の会)
◆和歌山 過去最高の３９５筆 田辺の明洋地域

１月２７日、憲法９条を守る田辺・西牟婁連絡会は３回目の署名統一行動に「輝け９条！芳養の会」の会員１３人と、田辺９条の会、左会津川９条の会、田辺・西牟婁連絡会の参加者で組を作り１時間ほど明洋地域に入り１７５軒から３９５筆の署名が集まりました。
この日に先立ち地元の「輝け９条！芳養の会」の皆さんが事前チラシ１０００枚を明洋団地に入れておいてくれました。ある組は、「公明党のポスターが貼ってあっても果敢に訪問すると「９条は守らんとね」と２軒で署名がもらえた」、別の組が訪問した先では「この署名、いますぐでのうてええんやったら、友達から集めるから用紙もらっとくよ」と４～５枚の用紙を受け取るなど、積極的な反応が見られました。
　 今回の地域行動の特徴としては、地元の「輝け９条！芳養の会」の会員が多く参加され、「地元の９条の会で、私は町内会の◯◯です」との話に、安心感を持って署名をしてもらえたのが３９５筆もの多くの署名が集まることにつながったのではないでしょうか。
■３月９日（日）和歌山市内一斉宣伝・署名行動を計画
　憲法９条を守る和歌山市共同センターは、当面の取り組み方針を検討し、３月９日（日）に和歌山市内で一斉宣伝・署名行動を取り組むことになりました。和歌山市は昨年９月９日（日）、１２月９日（日）とすでに２回の一斉宣伝・署名行動を行いましたが、それに続く３回目になります。討議の中で、行動地域と参加人数をふやそう（前回の１２月は１１カ所で１３７人参加）、とくに労組からの参加を増やすことが強調されました。また「県民の会」作成の署名推進ポスター（みかちゃんポスター）１２５０枚を市内にどう張り出すかなど「９条の風」を吹かすためにどうしたらいいのかについて意見を交換しました。
◆ 大阪 「元気が一番」。２月・３月、攻勢的な宣伝、署名　―西淀川共同センター
２月１９日は、塚本ほか３駅頭で宣伝。若い人がたくさん署名してくれました。２月２４日は、定例の憲法署名ローラーを３中学校区で。３４人が参加し３３２軒と対話、署名も１８４人分集まりました。他政党の看板を掲げていた家では、おばあさんと対話になり、後期高齢者医療保険の話もすると、署名してくれました。３月は５駅にふやして、攻勢的な宣伝、署名にとりくみます。

■ 「米軍基地を撤去し、憲法をまもろう」に市民が共感―富田林共同センター

２月１９日、富田林革新懇とともに、沖縄の米兵による女子中学生暴行事件に抗議し、「米軍は日本から出ていけ」の怒りの宣伝を行いました。「いい宣伝だ、がんばってや」と声をかける人や、「署名させてください」とかけよる人など、市民の怒りと関心の高さがわかりました。

■ 日曜日は「スーパー前でがんばります」―平和憲法を守る茨木連絡会

２月１９日、２駅頭での宣伝は、選挙が終わった後でもあり、反応はもうひとつ。憲法会議・共同センターの提起をうけ、茨木連絡会では事務局会議で３月９日、４月１９日、５月９日の「９の日」宣伝を計画。皮切りとなる３月９日は、ジャスコ北口にて宣伝、署名にとりくみます。
◆ 愛知　地域センター続々結成
憲法改悪反対岩倉センターは３月19日（水）に愛知共同センターのオルグを交え、地域ローラー作戦や「4・9全県いっせい宣伝」について話し合いを持つ計画です。

豊橋地区では、2月10日の地域共同センター交流会で豊橋市職が「共同センター設立に向け、労組の議長や共産党と話し合いたい」と決意表明するなど、豊橋地区で憲法共同センター設立に向けた動きが加速しています。共産党東三地区委員会も、「憲法９条を守り、平和に暮らせる日本へ運動を進めたい」と、民主団体との共同に力を尽くしています。

犬山市に犬山革新懇の呼びかけで、犬山市職労などの民主団体が集まって地域共同センターが設立されました。今まで、犬山駅で月１回の署名宣伝を２回行なっています。

春日井憲法改悪反対運動連絡会は、「4・9全県いっせい宣伝」を、朝７時からＪＲ勝川・春日井・神領・高蔵寺の４駅で計画。宣伝カーやハンドマイク宣伝とあわせ、署名やチラシ配布も行なう予定です。

　短信･ホットライン　　
■ 3.27「海外派兵恒久法学習会」
自民・公明・民主などの改憲派議員で組織する「新憲法制定議員同盟」(会長・中曽根康弘元首相)が4日に総会をひらき、新たに民主党から鳩山由紀夫幹事長らの参加を得て新体制を発足させ、改憲原案の調査権限をもつ「憲法審査会」の始動にさせ明文改憲への動きを本格化。一方、自衛隊を政府の判断で武力行使が可能となる海外派兵恒久法の今国会提出を画策するなど、「憲法審査会」の始動を入口とする「明文改憲」と、海外派兵恒久法制定による「立法改憲」の二正面突破の作戦に出ています。

憲法をめぐる情勢の局面と海外派兵恒久法の問題点についての理解を深め憲法闘争の新たな飛躍を作り出すために、多くの参加が望まれます。

○ 日　時　３月２７日（水）１８：３０～２０：４５

○ 場　所　全労連会館２階ホール(ＪＲ御茶ノ水駅下車徒歩８分)

○ 講　師　渡辺治氏(一橋大学大学院教授・「九条の会」事務局担当)

○ テーマ　「憲法をめぐる現局面と海外派兵恒久法」

○ 定　員　先着順２００名

○ 主　催　憲法改悪反対共同センター

■  憲法リーフ(第3弾)の大量活用を！
＊憲法改悪反対共同センター作成の「憲法リーフ」が大好評です。
＊頒価は1部3円(送料別)。500部、1000部単位で申し込んでください。

＊申し込みに当たっては、送付先住所、郵便番号、電話番号、担当者、必要部数を記入し、ＦＡＸで申し込んでください。ＦＡＸ(０３－５８４２－５６２０)







































